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決
さ
れ
た
。

あいさつするあいさつする
ＪＡ大樹町坂井組合長ＪＡ大樹町坂井組合長

２
６
９
名（
委
任
・
書
面
含
む
）出
席
し
全
10
議
案
可
決
承
認
！

第
73
回
通
常
総
会
開
催

　

５
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
に

お
い
て
、
第
73
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
来

賓
者
の
出
席
依
頼
を
控
え
、
少
人

数
に
よ
る
開
催
と
な
り
、
正
組
合

員
２
８
４
名
の
内
、
本
人
出
席
14

名
、
書
面
議
決
を
合
わ
せ
て
２
６

９
名
の
出
席
と
な
っ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
る
農
業

功
労
者
の
授
賞
式
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
常
勤

が
巡
回
し
、
感
謝
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
た
。

　

本
総
会
に
あ
た
り
、
坂
井
組
合

長
は
「
ま
ず
は
本
年
の
総
会
に
つ

い
て
は
通
常
で
の
総
会
の
開
催
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
５
月
連

然
と
し
て
高
値
安
定
の
傾
向
が
続

き
、
肉
牛
市
場
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
近
年
の
価

格
を
若
干
下
回
る
と
い
う
成
績
に

な
り
ま
し
た
。
畑
作
に
お
い
て
は
、

日
頃
の
皆
様
方
の
ご
努
力
に
よ
り

日
照
不
足
、
あ
る
い
は
一
時
的
な

天
候
不
順
が
あ
り
ま
し
た
が
、
小

麦
に
お
い
て
は
７
．
６
俵
、
小
豆

に
お
い
て
は
小
粒
傾
向
に
は
な
り

ま
し
た
が
全
品
目
が
総
じ
て
平
年

作
と
い
っ
た
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
当
農
協
の
事
業
に

お
き
ま
し
て
、
信
用
部
門
で
は
引

き
続
き
第
９
次
農
業
振
興
計
画
の

目
標
達
成
に
向
け
、
農
業
経
営
拡

大
化
資
金
の
利
子
助
成
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
購
買
事
業

で
は
組
織
購
買
の
取
扱
い
の
拡
充

や
環
境
保
全
の
取
組
へ
の
奨
励
対

策
、
農
機
車
両
で
は
引
き
続
き
車

検
台
数
１
０
０
０
台
を
突
破
い
た

し
ま
し
た
。
後
継
者
対
策
に
お
い

て
は
、
第
２
期
農
業
塾
と
し
て
農

業
経
営
塾
を
開
講
し
、
経
営
者
と

し
て
の
多
角
的
な
知
識
習
得
を
目

的
と
し
た
講
義
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
総
合
管
理
部
門
で
は
、
災

害
時
対
応
実
践
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
職
場
環
境
対
策
を
講
じ

た
ほ
か
、
対
応
指
針
の
周
知
等
、

感
染
防
止
対
策
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
の

取
扱
高
が
過
去
最
高
と
な
る
１
５

１
億
１
５
１
５
万
円
と
な
り
ま
し

た
の
は
ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆
様

の
日
々
の
ご
努
力
、
関
係
者
各
位

の
ご
努
力
の
賜
物
と
感
じ
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
開
会

挨
拶
。

　

議
長
に
金
曽
浩
文
さ
ん
（
開
進

農
事
組
合
）、
渡
部
亨
規
さ
ん
（
萠

和
農
事
組
合
）
を
選
出
し
議
事
に

入
っ
た
。

　

議
案
で
は
、
事
業
報
告
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金

処
分
案
、
事
業
計
画
な
ど
10
議
案

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
可

議長の渡部亨規さん、議長の渡部亨規さん、
金曽浩文さん金曽浩文さん

休
明
け
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
札
幌
を
中
心
に
全

道
で
の
広
ま
り
を
受
け
、
第
２
回

目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
に
引
き
続

い
て
の
書
面
議
決
を
中
心
と
し
た

総
会
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
改
め

て
ご
理
解
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
多
く
の

組
合
員
の
皆
様
方
、
そ
し
て
町
内

外
の
皆
様
方
、
関
係
機
関
の
皆
様

方
の
ご
立
席
を
賜
り
な
が
ら
開
催

し
て
い
る
所
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
昨
年
の
農
業
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
春
先
、
３
月
の
大
雪

に
よ
っ
て
多
少
作
業
は
遅
れ
ま
し

た
が
、
酪
農
、
畜
産
、
畑
作
等
概

ね
良
好
な
年
と
な
り
ま
し
た
。
酪

農
に
お
い
て
は
、
良
質
な
粗
飼
料

の
収
穫
に
よ
り
、
生
乳
生
産
に
お

い
て
前
年
対
比
４
．
５
％
増
の
１

１
６
，
７
１
１
ｔ
と
過
去
最
高
を

記
録
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
個
体
相
場
に
お
い
て
も
依

農
業
功
労
賞

農
業
功
労
賞

��

受
賞
者

受
賞
者

総会のようす総会のようす



各

種

共

励

会

受

賞

者

■
酪
農
経
営
改
善
共
励
会

◆
個
人
の
部

最
優
秀
賞	

萠　

和	

戸
田　

繁
樹

優

秀

賞	

下
大
樹	

三
木　

隆
志

〃

	

開　

進	

㈱
北
守
牧
場

〃

	

中　

島	

小
林　

孝
行

◆
奨
励
賞
の
部

特
別
改
善
奨
励
賞

�

歴　

舟　

関　
　

隼
人

無
脂
固
形
量
奨
励
賞

�

萠　

和　

㈱
湯
澤
牧
場

■
乳
牛
生
産
能
力
改
良
共
励
会

◆
個
人
の
部

最
優
秀
賞	

開　

進	

㈱
北
守
牧
場

優

秀

賞	
下
大
樹	

三
木　

隆
志

〃

	

中　

島	

小
林　

孝
行

〃

	

芽　

武	
前
田　

竜
志

〃

	

開　

進	
建
木　

洋
典

■
乳
質
改
善
共
励
会

◆
個
人
の
部

最
優
秀
賞	

上
大
樹	

㈲
太
田
牧
場

優

秀

賞	

日　

方	

西
川　

重
穂

〃

	

開　

進	

㈲
藤
原
牧
場

〃

	

美　

成	

小
島　

幸
康

〃

	

振　

別	

山
下　

善
一

〃

	

萠　

和	

㈱
湯
澤
牧
場

◆
団
体
の
部

最
優
秀
賞	

萠　

和	

萠
和
酪
農
部
会

■
和
牛
経
営
改
善
共
励
会

◆
繁
殖
素
牛
部
門

最
優
秀
賞	

拓　

北	

柚
原　

基
晴

◆
肥
育
販
売
部
門

最
優
秀
賞	

日　

方	

㈱
サ
ン
エ
イ
牧
場

■
畑
作
物
多
収
穫
共
励
会

◆
て
ん
菜

最
優
秀
賞	

拓　

進	

白
石　

慎
一

◆
秋
播
小
麦

最
優
秀
賞	

拓　

進	

鈴
木　

和
昭

◆
馬
鈴
し
ょ

【
加
工
の
部
】

最
優
秀
賞	

萠　

和	

遠
藤　

慎
也

【
澱
原
の
部
・
生
食
の
部
】

　

該
当
者
な
し

◆
豆　

類

⑴
大　

豆

　

該
当
者
な
し

⑵
小　

豆

奨

励

賞	

豊　

里	

小
形　

信
之

⑶
大
手
亡

　

該
当
者
な
し

◆
加
工
ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン

　

該
当
者
な
し

◆
園
芸
作
物

だ
い
こ
ん

　

該
当
者
な
し

大和　水野　義博さん大和　水野　義博さん 大和　高野　政男さん大和　高野　政男さん

萠和　村﨑　喜一さん萠和　村﨑　喜一さん 萠和　湯澤　利明さん萠和　湯澤　利明さん 振別　角倉　了一さん振別　角倉　了一さん
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青年部
　

５
月
12
日
、
大
樹
小
学
校
農
園

場
に
お
い
て
、
小
学
校
３
年
生
の

児
童
を
対
象
に
食
育
事
業
を
行
な

っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
今
年
で
11
年
目
を

迎
え
、
種
ま
き
か
ら
成
長
過
程
の

観
察
、
収
穫
体
験
を
通
じ
て
「
食
」

と
「
農
」
の
大
切
さ
や
農
業
の
魅

力
を
理
解
し
、
農
業
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
に
年
４
回
ほ
ど

行
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
小
学
校
が
臨
時
休
校

と
な
り
、
青
年
部
８
名
と
小
学
校

の
教
員
５
名
で
畑
作
り
と
播
種
作

業
を
行
な
っ
た
が
、
今
年
度
は
児

童
も
参
加
し
、
播
種
作
業
を
一
緒

に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

部
員
の
協
力
の
も
と
、
児
童
た

ち
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
用
と
う
も
ろ
こ
し
、
じ
ゃ
が
い

も
（
メ
ー
ク
イ
ン
、
ト
ヨ
シ
ロ
、

ピ
ル
カ
、
シ
ャ
ド
ー
ク
イ
ー
ン
）、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
大
豆
（
黒
大
豆
、

茶
豆
、
白
毛
）
を
播
種
し
た
。

　

髙
松
部
長
は
播
種
す
る
際
の
注

意
点
や
品
種
の
違
い
を
説
明
し
、

児
童
た
ち
は
色
の
違
う
じ
ゃ
が
い

も
や
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い

キ
ャ
ベ
ツ
の
種
な
ど
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
。

　

今
後
は
成
長
具
合
を
見
な
が
ら

の
栽
培
管
理
、
収
穫
を
行
う
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

たいき 4( )

児童による種まきのようす児童による種まきのようす

髙松部長の説明髙松部長の説明

マルチ張りのようすマルチ張りのようす

ビールを持って撮影ビールを持って撮影

　　  

花
壇
整
備

花
壇
整
備

 
 

 
 

C
h
a
i

C
h
a
i
取
材
取
材

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
（
髙
松
佑
樹
部
長
）

で
は
５
月
27
日
に
Ｊ
Ａ
女
性
部
（
辻

本
薫
部
長
）
が
行
う
花
壇
整
備
に

先
立
ち
、
５
月
12
日
に
役
員
４
名

が
参
加
し
、
農
協
周
辺
の
花
壇
を

耕
運
機
な
ど
を
用
い
て
、
土
起
こ

し
を
行
な
っ
た
。

　

５
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
青
年

部(

髙
松
佑
樹
部
長)

は
十
勝
の

フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
「
C
h
a
i
」

の
取
材
に
髙
松
部
長
ほ
か
部
員
３

名
が
対
応
し
た
。

　

取
材
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
前
年
度
の
青
年
部
活
性
化
事
業

に
て
製
造
し
た
ビ
ー
ル
に
つ
い
て
。

髙
松
部
長
が
ビ
ー
ル
の
製
造
に
取

組
む
き
っ
か
け
や
ビ
ー
ル
の
特
徴
、

コ
ン
セ
プ
ト
や
原
料
な
ど
を
説
明

し
、
最
後
に
写
真
撮
影
を
行
い
終

了
し
た
。

　

こ
の
記
事
は
６
月
28
日
発
行
の

「
C
h
a
i
７
月
号
」
に
て
掲

載
予
定
。

土起こしのようす土起こしのようす

青年部

青年部

５
作
物
を
作
付

５
作
物
を
作
付

――
1111
年
目
年
目
と
な
る

と
な
る
食
育
事
業
が
始
動
―

食
育
事
業
が
始
動
―
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戦
で
６
回
投
げ
て
得
点
を
競
っ
た
。

一
番
点
数
が
多
か
っ
た
の
は
、
鈴

木
真
知
子
さ
ん
（
日
方
支
部
）
だ

っ
た
。「
お
魚
釣
り
」
で
は
、
魚

や
貝
の
イ
ラ
ス
ト
に
洗
濯
バ
サ
ミ

を
加
工
し
た
物
が
取
り
付
け
て
あ

り
、
フ
ッ
ク
の
付
い
た
竿
で
釣
り

上
げ
る
ゲ
ー
ム
。
ペ
ア
を
組
み
、

制
限
時
間
30
秒
で
何
匹
釣
り
上
げ

ら
れ
る
か
を
競
っ
た
。
約
２
時
間

程
度
ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
、
参
加
者

は
汗
を
流
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
す

ず
ら
ん
会
（
穀
内

美
希
会
長
）
は
、

５
月
14
日
、
Ｊ
Ａ

会
議
室
に
お
い
て

親
睦
の
交
流
を
目

的
に
「
顔
合
わ
せ

会
」
を
開
催
し
た
。

エ
ル
ダ
ー
定
例
交
流
会

エ
ル
ダ
ー
定
例
交
流
会

花
壇
整
備

花
壇
整
備

す
ず
ら
ん
会

す
ず
ら
ん
会

ｰー

顔
合
わ
せ
会

顔
合
わ
せ
会ｰー

カローリングのようすカローリングのようす

魚釣りのようす魚釣りのようす

女性部

女性部

女性部

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
辻
本
薫
部
長
）

エ
ル
ダ
ー
ミ
セ
ス
で
は
、
５
月
７

日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
健
康

増
進
と
親
睦
の
交
流
を
目
的
に
室

内
ゲ
ー
ム
「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」・「
お

魚
釣
り
」
を
行
な
っ
た
。
ゲ
ー
ム

は
大
樹
町
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

借
り
た
物
で
、
参
加
者
達
に
は
馴

染
み
の
あ
る
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。「
カ

ロ
ー
リ
ン
グ
」
で
は
、
特
別
ル
ー

ル
を
設
け
赤
的
が
３
点
、
黄
的
が

２
点
、
青
的
が
１
点
と
し
、
個
人

参加者のみなさん参加者のみなさん

　

新
役
員
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
年
間
活
動

内
容
を
確
認
し
た
。
７
月
に
予
定
し
て
い

た
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
主
催
の
ト

ラ
ク
タ
ー
操
作
研
修
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
中
止
と

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
出
来
る
活
動
は
な

い
か
部
員
同
士
で
意
見
を
出
し
合
い
、
お

家
時
間
が
続
く
中
、
運
動
不
足
と
な
っ
て

い
る
た
め
健
康
増
進
を
目
的
に
「
軽
い
運

動
」
を
７
月
に
行
う
こ
と
と
し
た
。 

ま
た
、

Ｊ
Ａ
女
性
部
す
ず
ら
ん
会
で
は
新
規
部
員

を
随
時
募
集
し
て
い
る
。
同
世
代
（
20
歳

～
40
歳
く
ら
い
）
の
女
性
の
集
ま
り
の
た

め
、
子
育
て
の
相
談
や
、
大
樹
町
に
嫁
い

だ
者
同
士
の
意
見
交
換
の
場
と
も
な
っ
て

い
る
。
加
入
に
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局

（
企
画
管
理
課
）
へ
問
い
合
せ
い
た
だ
き

た
い
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
辻
本
薫
部
長
）
で
は
、
昨
年
同
様
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
役
員
６
名

で
農
協
周
辺
の
花
壇
に
花
を
植
え
た
。

　

例
年
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
植
え
て
い
た
が
今
年
は
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
１
種
類
、
オ
レ
ン
ジ
の
み
を
短
時
間
で
植
え
た
。

１
種
類
の
み
だ
が
、
秋
ま
で
楽
し
め
る
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
（
髙
松
佑
樹
部
長
）
は
花
植
え
に
先
立
ち
５

月
12
日
に
耕
運
機
な
ど
を
用
い
て
土
起
こ
し
を
行
い
肥
料
な

ど
を
加
え
、
花
壇
整
備
に
協
力
し
た
。

花を植える女性部役員花を植える女性部役員

オレンジのマリーゴールドオレンジのマリーゴールド



ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生　

ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生　
広
尾
警
察
署
防
犯
講
話
開
催

広
尾
警
察
署
防
犯
講
話
開
催

担
い
手
セ
ン
タ
ー

担
い
手
セ
ン
タ
ー

全
体
会
議

全
体
会
議

農
耕
ト
ラ
ク
タ
・

農
耕
ト
ラ
ク
タ
・

公
道
走
行
説
明
会

公
道
走
行
説
明
会

和
牛
生
産
改
良
組
合

和
牛
生
産
改
良
組
合

定
期
総
会
（
書
面
議
決
）

定
期
総
会
（
書
面
議
決
）

受講するベトナム技能実習生受講するベトナム技能実習生

会議のようす会議のようす

説明会のようす説明会のようす

たいき 6( )

　

５
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
（
坂
井
正

喜
組
合
長
）
は
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
、

町
内
の
農
場
で
働
く
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能

実
習
生
を
対
象
に
、
日
本
の
法
律
や
ル

ー
ル
を
再
確
認
し
て
も
ら
う
目
的
と
し

て
犯
罪
講
話
を
行
な
っ
た
。
当
初
は
、

12
日
、
19
日
の
２
日
間
の
開
催
予
定
だ

っ
た
が
、
19
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言

を
受
け
て
中
止
と
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
坂
井
組
合
長
は
ベ

ト
ナ
ム
技
能
実
習
生
に
む
け
「
大
樹
町

の
酪
農
振
興
に
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
人

材
と
な
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
働
き
に

大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
樹
町
の

た
め
に
良
い
関
係
を
築
く
上
で
も
、
本

日
は
、
日
本
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
研

修
し
て
下
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

講
師
に
、
広
尾
警
察
署
よ
り
地
域
係

長
、
刑
事
係
長
、
警
備
係
長
の
３
名
を

迎
え
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
の
講

話
と
な
っ
た
。
地
域
係
長
よ
り
ベ
ト
ナ

ム
語
で
の
あ

い
さ
つ
。
受

講
生
は
母
国

語
で
の
あ
い

さ
つ
に
よ
り

緊
張
が
ほ
ぐ

れ
会
場
が
和

ん
だ
。
講
話

は
ゆ
っ
く
り

日
本
語
で
行

　

４
月
23
日
別
館
事
務
所
に
て
農
耕

ト
ラ
ク
タ
の
公
道
走
行
説
明
会
が
行

わ
れ
た
。

　

17
名
の
参
加
者
の
な
か
坂
井
組
合

長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
農
機

車
両
課
山
下
課
長
よ
り
、
農
作
業
機

を
装
着
・
牽
引
し
て
走
行
す
る
農
耕

ト
ラ
ク
タ
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
な
っ
た
。

　

ま
た
、
直
装
式
・
牽
引
式
農
作
業

機
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や

公
道
走
行
に
必
要
な
資
材
の
価
格
な

ど
を
確
認
し
、
参
加
者
た
ち
は
公
道

走
行
の
際
の
重
要
事
項
を
再
確
認
で

き
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　

大
樹
町
農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
（
坂

井
正
喜
理
事
長
）
で
は
、
４
月
26
日

に
第
１
回
全
体
会
議
が
行
わ
れ
た
。

　

坂
井
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
り
、
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
書
の
内
容
説
明
、
令
和
３

年
度
の
事
業
計
画
（
案
）、
収
支
予

算
（
案
）
を
守
澤
セ
ン
タ
ー
長
が
報

告
し
た
。

　

最
後
に
穀
内
和
夫
副
理
事
長
が
「
コ

ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
な
活
動
は
で
き

な
い
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
新
し

い
活
動
を
し
、
一
人
で
も
多
く
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
新
規
就

農
、
担
い
手
が
増
え
、
大
樹
の
農
業

の
発
展
に
関
わ
れ
れ
ば
嬉
し
い
」
と

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　

和
牛
生
産
改
良
組
合
（
岡
本
透
組

合
長
）
で
は
、
４
月
28
日
、
第
43
回

定
期
総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
書
面
議
決
に
て
開
催

し
た
。

　

組
合
員
37
戸
中
36
戸
よ
り
書
面
議

決
書
が
提
出
さ
れ
、
議
案
第
１
号
令

和
２
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
・
監
査
報
告
に
つ
い
て
賛
成
36
戸

反
対
０
戸
、
議
案
第
２
号
令
和
３
年

度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
賛
成
36
戸　

反

対
０
戸
、
議
案
第
３
号
令
和
３
年
度

組
合
費
の
徴
収
に
つ
い
て
賛
成
36
戸

反
対
０
戸
と
３
議
案
全
て
が
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

い
、
通
訳
と
し
て
リ
ン
ク
・
パ
ー
ト
ナ

ー
事
業
協
同
組
合
の
グ
エ
ン
テ
ィ
ア
ン

ホ
ア
さ
ん
が
務
め
た
。

　

最
後
に
、
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生

受
入
れ
農
家
連
絡
協
議
会
（
西
川
久
雄

会
長
）
よ
り
「
技
能
実
習
生
が
大
樹
町

に
い
る
目
的
に
沿
っ
て
３
年
間
を
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
賭
博
や
ギ
ャ
ン

ブ
ル
を
す
る
た
め
に
来
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
賭
け
事
や
、
お
金
の
貸

し
借
り
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
し

っ
か
り
と
し
た
目
的
意
識
を
持
っ
て
実

習
期
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述

べ
た
。

広
尾
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

広
尾
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

○
困
っ
た
時
は
１
１
０
番

○
自
転
車
は
車
道
の
左
端
を
走
行

○
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯

○
夜
道
は
ひ
と
り
で
行
動
し
な
い

○
玄
関
は
施
錠
、
見
知
ら
ぬ
人
は
入

れ
て
は
い
け
な
い

○
他
人
に
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
渡
さ
な
い

○
友
達
同
士
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
も
禁
止

○
ヤ
ミ
金
や
暴
力
団
か
ら
お
金
を
借

り
な
い

○
放
置
自
転
車
は
勝
手
に
乗
ら
な
い

○
在
留
カ
ー
ド
は
常
に
携
帯
す
る

○
災
害
マ
ッ
プ
で
避
難
場
所
を
確
認



十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
家畜管理時の農作業事故を防ぎましょう！
〜農作業安全対策は生産性向上につながる！？〜

　他産業では毎朝、ミーティング・

体操を行い、ヘルメットや安全靴を

装着するなど安全対策が徹底されて

います。

　農業では、対策が進んでいないた

め、死亡事故件数が増えています

〈調査牧場の管理の視点〉

・万が一の事故に備える

・作業全体の見える化、情報共有

・作業のスケジュール管理

〈調査牧場の管理の視点〉

・安全第一の意識付けと実践

・作業動線の効率化検討・実践

・施設内のコスト意識の醸成

・ミーティングの環境づくり

農作業全体の管理が行き届いている牧場は個体乳量が高い！

施設配置・環境管理が適正な牧場は個体乳量が高く、労働時間が短い！
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農業は危険！？

建設業

農業

全産業
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事故に遭うまでは他人
事と思っていた。事前
に打っておくべき手は、
いくらでもあった・・・。

安全対策を「事故防止のため」ととらえると、後回しになりがちですが、
「生産性の向上、労働の効率化」につながります！

根室管内の酪農家１５戸を調査した結果から、わかったことをご紹介します
H28根室農業改良普及センター課題解決研修結果より
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たいき7( )

牛の動向が一目瞭然！情報共有牛の動向が一目瞭然！情報共有

低い位置にあるパイプにリボンで注意喚起！低い位置にあるパイプにリボンで注意喚起！ 作業動線上に整然と設置された道具作業動線上に整然と設置された道具

牧場の作業手順を壁に掲示牧場の作業手順を壁に掲示
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　ホクレンはこのほど、社会貢献活動の一環として、

北海道日本ハムファイターズと共同で、札幌市内の

児童養護４施設の子どもたちに、公式戦のチケット

などをプレゼントしました。贈呈セレモニーでは、

ホクレンの箱石文祥専務がチケットの目録を、また

ファイターズのマスコットキャラクターのＢ・Ｂが、

田中賢介スペシャルアド

バイザーの直筆メッセー

ジ付きサイン色紙やファ

イターズグッズを児童・

生徒代表に手渡しました。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動

内容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内

容はＷＥＢサイトをご覧ください。

　北海道厚生連本部のオフィスでは、今年度より

ＪＡで生産されたお花を飾っております。

　彩りあざやかなお花があると雰囲気が華やぎ、

活力が湧いてきます。

　綺麗なお花は生産者さまの苦労によって在るも

のという感謝を忘れずに、

日々業務に励んでまいり

ます。

　酪農学園大学とＪＡ北海道中央会は、４月15日に調印式を行い、相互連携協力を推進する協定を締

結いたしました。この協定は、学生と生産者の学外農場実習に係る事業連携・協力を行うことで、教

育と農作業支援の両立を図り、ひいては学術の振興及び農業の発展並びに地域社会の活性化に資する

ことを目的としています。

　具体的な取り組み内容としては、酪農学園大学が実施す

る学外農場実習について、ＪＡグループ北海道が実習先の

農場を紹介する予定としており、これによって、100名以

上の学生が学業と農業を並行して経験する「パラレルノー

カー」にチャレンジすることにもつながります。また、酪

農学園大学がこれまでの研究で得た環境分野・酪農畜産分

野・循環農学分野に関する知識や技術を活用し、スマート

農業の普及についても協力して取り組みます。

JA北海道信連 JA共済連北海道
　ＪＡバンクでは、次世代を担う子供たちに向け

た食農教育への支援として、補助教材本「農業と

わたしたちのくらし」、および教材本の理解をよ

り深めるためのＤＶＤを作成し、全道の小学校・

特別支援学校に贈呈する「ＪＡバンク食農教育応

援事業」を毎年実施しています。令和３年度にお

　ＪＡ共済では、『「医療共済メディフル」資料請求

キャンペーン』を実施しております。ＪＡ共済ホー

ムページから「医療共済メディフル」の資料をご請

求いただいた方に、有村架純さん・浜辺美波さんが

表紙の「オリジナルＡ５ノート」をもれなくプレゼ

ントしております。キャンペーン第１期は令和３年

９月30日（木）までです。

　この機会にＪＡ共済のホームページにアクセスい

ただけますようお待

ちしております！

いても、北海道教育委員会等のご

理解、ご協力のもと、全道1,020

校の小学５年生（約４万人）、18

校の特別支援学校へ、道内各地の

ＪＡを通じて教材本等の贈呈を行

いました。　

ＪＡ共済ホームページアドレスＪＡ共済ホームページアドレス

https://www.ja-kyosai.or.jp/https://www.ja-kyosai.or.jp/
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
５
回 

５
／
28

★
報
告
事
項

１　

�

令
和
２
年
度
ホ
ク
レ
ン
乳
用

牛
居
住
環
境
向
上
支
援
事
業

の
実
施
結
果
に
つ
い
て

２　

�

令
和
３
年
度
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業
の
実
施
に
つ

い
て

３　

�

十
勝
酪
農
畜
産
対
策
協
議
会

第
１
回
全
体
委
員
会
の
報
告

に
つ
い
て

４　

�

農
作
物
生
育
状
況
定
期
調
査

結
果
に
つ
い
て

５　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

６　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

７　

�

多
目
的
集
乳
車
格
納
庫
及
び

洗
車
場
の
入
札
結
果
に
つ
い

て

★
付
議
事
項

第
１
号　

�

理
事
の
順
位
の
決
定
に

つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

令
和
３
年
度
理
事
の
報

酬
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
３�

号　

退
任
理
事
に
対
す
る
役

員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ

い
て

�

協
議
・
承
認

第
４�

号　

令
和
２
年
度
業
務
報
告

書
の
行
政
庁
提
出
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
５�

号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て

�

協
議
・
承
認

第
６�

号
　

フ

ィ

ン

テ

ッ

ク

（FinTech

）
企
業
等
と
の

連
携
及
び
協
働
に
係
る
方
針

の
改
正
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
1�　

農
協
懇
談
会
の
意
見
集
約

に
つ
い
て

�

協
議

職員紹介職員紹介

上段左より 以頭課長補佐・川原課長・若宮課長補佐　
下段左より　角田・池内部長・赤川　

今月は金融部経営相談課をご紹介します。今月は金融部経営相談課をご紹介します。
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9,504

9,728

9,449

9,745

9,081

10,260

9,945

10,481

10,104
10,015

9,732
9,867

9,709

10,048

令和３年度５月　生乳生産動向

４
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2020年）

生産乳量（2021年）

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2020年度

2021年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/4 3/19 4/7 4/22 5/11 5/26 6/9 7/21 8/26 9/8 9/22 10/6 10/21 11/4 11/25 12/16 1/20 2/2 2/17

(772,800)(772,800) (873,752)(873,752) (796,900)(796,900) (711,206)(711,206) (679,276)(679,276) (703,332)(703,332) (783,750)(783,750) (739,567)(739,567) (786,023)(786,023)
(704,367)(704,367) (847,220)(847,220) (710,556)(710,556) (536,957)(536,957) (674,513)(674,513) (537,350)(537,350) (736,238)(736,238) (732,188)(732,188) (830,961)(830,961) (767,384)(767,384)

（円）
大　　樹

793,144793,144

934,887934,887

901,426901,426

730,881730,881

肉用牛（黒毛和種）

2021年度去勢

2021年度雌

2020年度去勢

2020年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/71/1212/711/1010/119/158/177/136/155/184/123/11

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

826,886826,886

858,959858,959

714,826714,826

690,768690,768



たいき11( )

■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｄ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

7
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

６
月
号
の
応
募
者
は
14
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

６月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ミ ズ タ マ リ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
上
中
島

）
宮　

嶋　

寿
美
子
さ
ん

（
開
進
）
島　

田　

範　

子
さ
ん

（
萠
和
）
米　

谷　
　
　

馨
さ
ん

（
萠
和
）
戸　

田　

繁　

樹
さ
ん

（
萠
和
）
遠　

藤　

慎　

也
さ
ん

（
下
大
樹

）
佐
々
木　

弘　

子
さ
ん

（
下
大
樹

）
三　

木　

隆　

志
さ
ん

（
豊
里
）
佐　

藤　

ア
イ
子
さ
ん

（
尾
田
）
天　

野　

千
由
紀
さ
ん

（
相
川
）
手　

塚　

優　

輝
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
仙
人
が
食
べ
て
い
る
と
い
う
も
の

③
学
校
を
出
て
家
ま
で
帰
る
こ
と

⑥
年
齢
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

⑦
ラ
ジ
オ
か
ら
１
９
７
０

の
曲
が
流
れ

て
き
た

⑧
こ
の
虫
が
作
る
繭
か
ら
絹
が
取
れ
ま
す

⑩
下
か
ら
５
桁
目
で
す

⑫
も
の
は

だ
、
ま
ず
や
っ
て
み
よ
う

⑭
サ
ー
フ
ィ
ン
や
ヨ
ッ
ト
を
楽
し
め
る
場
所

⑯
「
や
れ
打
つ
な
蝿
（
は
え
）
が
手
を
す
り

足
を
す
る
」
は
小
林

の
句
で
す
。

⑱
日
本
髪
に
挿
す
飾
り

⑳
ゆ
で
た
そ
う
め
ん
の
水
を
切
る
と
き
に
使

い
ま
す

◯
親
同
士
が
兄
弟
姉
妹
で
す

◯
将
棋
に
似
た
西
洋
の
ゲ
ー
ム

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
雨
や
日
光
を
避
け
る
た
め
に
差
し
ま
す

②
緑
に
黒
の
し
ま
が
あ
る
果
実

③
増
（
ぞ
う
）
の
反
対
語

④
ヤ
ッ
ホ
ー
と
叫
ぶ
と
ヤ
ッ
ホ
ー
と
返
し
ま

す
⑤
片
目
を
パ
チ
ン
と
つ
ぶ
り
ま
す

⑦
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
と
も
呼
ば
れ
る
宝
石

⑨
木
材
を
薄
く
加
工
し
た
物

⑪
一
つ
目
小
僧
と
か
小
豆
洗
い
と
か
。

　

変
化

⑬
量
よ
り
重
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑮
爽
や
か
な
香
り
の
す
る
ハ
ー
ブ
。

　

ペ
パ
ー

⑰
つ
ぼ
焼
き
に
す
る
と
お
い
し
い
貝

⑲
漢
字
で
書
く
と
雑
魚
。
取
る
に
足
り
な
い

も
の
の
こ
と

㉑
み
ん
な
出
掛
け
て
い
る
状
態

2223
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

大樹

ひ な かちゃん (５歳 )

萠和

パークん好き (11 歳 )

開進

とく名希望


